
港
区
は
十
月
か
ら
、
区
独
自

の
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
軽

減
策
実
施
し
ま
す
。

党
区
議
員
団
は
、
代
表
質
問

な
ど
機
会
あ
る
毎
に
減
免
制
度

実
施
を
含
め
た
介
護
保
険
問
題

を
取
り
上
げ
て
来
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
第
一
回
定
例
区

議
会
に
「
減
免
条
例
」
の
提
案

を
準
備
し
、
各
会
派
に
協
力
を

要
請
。
そ
の
よ
う
な
中
、
二
千

一
年
度
予
算
特
別
委
員
会
で
全

会
派
一
致
で
「
保
険
料
・
利
用

料
の
軽
減
実
施
」
の
要
望
書
を

原
田
区
長
に
提
出
。
区
長
は

「
十
月
実
施
に
向
け
検
討
」
を

表
明
し
て
い
た
も
の
で
す
。

「
減
免
は
実
施
し
な
い
」
と

言
い
続
け
た
区
長
の
態
度
を
変

え
さ
せ
た
の
は
区
民
の
み
な
さ

ん
の
運
動
の
成
果
で
す
。
し
か

し
、
今
回
の
軽
減
策
は
対
象
者

は
第
二
段
階
の
ご
く
一
部
の
人

の
み
で
、
区
の
推
計
で
も
六
百

人
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
予
算

規
模
も
八
百
万
円
程
度
で
す
。

党
区
議
団
は
引
き
続
き
、
生
活

実
態
や
介
護
実
態
に
見
合
う
軽

減
策
の
実
現
に
む
け
、
頑
張
り

ま
す
。

保
険
料
減
額
の
対
象
は

今
回
の
軽
減
策
で
対
象
に
な

る
方
は
、
第
一
号
保
険
者
（
六

五
才
以
上
）
の
方
で
所
得
段
階

が
第
二
段
階
の
人
（
世
帯
全
員

の
区
民
税
が
非
課
税
）
で
、
次

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
で

す
。

①
世
帯
の
収
入
額
が
生
活
保
護

基
準
額
の
概
ね
一
・
一
五
倍

一
人
世
帯

約
百
十
三
万
円

（
年
間
収
入
）

二
人
世
帯

約
百
七
十
万
円

（
年
間
収
入
）

②
預
金
額
が
三
百
万
円
以
下
、

③
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

④
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
人
。
（
保
険
料
）

☆
保
険
料
は
月
額
二
千
二
百
九

十
円
を
軽
減
し
千
五
百
二
十
円

（
第
一
段
階
と
同
額
）
に
な
り

氷
川
小
学
校
跡
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
を
建
設
す

る
た
め
の
、
契
約
が
議
会
に
提

案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

契
約
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
で
、

二
〇
〇
三
年
四
月
に
は
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
工
事
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

施
設
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
…
八
十
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

…
二
十
床
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
…
四
十
人
（
虚

弱
高
齢
者
…
三
十
人
、
痴
呆
性

高
齢
者
…
十
人
）
、
中
・
高
生

も
利
用
で
き
る
児
童
館
・
学
童

ク
ラ
ブ
施
設
、
氷
川
武
道
場
、

氷
川
小
記
念
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の

複
合
施
設
と
な
り
ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

待
機
者
が
年
々
増
加
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
建
設

が
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
党

区
議
団
は
、
代
表
質
問
な
ど
機

会
あ
る
毎
に
特
養
ホ
ー
ム
建
設

計
画
の
前
倒
し
を
要
求
し
て
き

ま
し
た
。

特
に
昨
年
四
月
か
ら
介
護
保

険
が
は
じ
ま
り
保
険
料
は
取
ら

れ
る
が
、
特
養
に
入
り
た
く
て

も
は
い
れ
な
い
、
「
契
約
違
反
」

と
も
い
う
べ
き
事
態
に
な
っ
て

お
り
、
区
民
か
ら
も
特
養
ホ
ー

ム
建
設
に
つ
い
て
の
強
い
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者

は
、
八
月
三
日
現
在
五
百
七
十

二
名
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

党
区
議
団
は
、
学
校
跡
地
な

ど
を
活
用
し
て
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
建
設
を
要
求
し
て
い

ま
す
。

(

仮
称
）
赤
坂
六
丁
目
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
が
決
ま
る

二
〇
〇
三
年
四
月
に
は
オ
ー
プ
ン

赤
坂
児
童
館
も
設
置
さ
れ
る
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み
な
さ
ん
の
地
道
な
運
動
と
党
区
議
団
の
質
問
が
実
る

十
月
一
日
か
ら
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
負
担
軽
減
を
実
施

安
心
で
き
る
介
護
保
険
制
度
に
向
け
、
引
き
続
き
運
動
を

ま
す
。

（
利
用
料
）

☆
利
用
料
は
一
ケ
月
当
た
り
一

万
五
千
円
（
第
一
段
階
の
負
担

上
限
額
）
を
超
え
、
二
万
四
千

六
百
円
（
第
二
段
階
の
負
担
上

限
額
）
以
下
の
負
担
分
に
つ
い

て
二
分
の
一
の
助
成
（
最
高
額

四
千
八
百
円
）
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
二
万
四
千
六

百
円
を
越
え
た
分
は
、
全
額
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

☆
減
免
を
受
け
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。

☆
申
請
受
付
は
一
月
中
旬
予
定
。
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党
区
議
団
が
代
表
質
問
な
ど

機
会
あ
る
ご
と
に
取
り
上
げ
て

き
た
「
バ
ス
路
線
復
活
に
む
け

て
」
の
第
一
歩
と
な
る
庁
内
検

討
組
織
が
発
足
し
ま
し
た
。

三
月
の
第
一
回
定
例
区
議
会

の
代
表
質
問
で
、
「
全
庁
的
な

調
査
チ
ー
ム
を
つ
く
る
よ
う
」

に
質
問
し
ま
し
た
。
区
長
は

「
庁
内
に
調
査
チ
ー
ム
を
作
り
、

区
民
の
公
共
施
設
等
へ
の
交
通

手
段
、
区
民
の
交
通
利
用
者
の

実
態
を
把
握
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
行
く
」
と
答
弁
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
半
年
経
っ
て

も
調
査
チ
ー
ム
が
発
足
し
な
い

た
め
、
第
三
回
定
例
区
議
会
の

代
表
質
問
で
も
取
上
げ
た
こ
と

に
対
し
、
区
長
は
「
今
月
（
九

月
）
中
に
庁
内
検
討
会
を
発
足

さ
せ
、
地
域
交
通
の
実
態
の
分

析
や
地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
」

と
答
弁
し
た
も
の
で
す
。

「
港
区
の
地
域
交
通
の
検
討

会
」
は
、
「
区
内
公
共
交
通
の

利
用
実
態
、
地
域
交
通
に
対
す

る
区
民
の
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
、

区
民
生
活
と
密
着
し
た
地
域
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討

す
る
。
」
こ
と
を
目
的
に
す
る

も
の
で
、
街
づ
く
り
推
進
部
長

を
会
長
に
庁
内
の
す
べ
て
の
部

か
ら
関
係
課
長
が
会
員
に
な
っ

て
い
ま
す
。

都
バ
ス
路
線
の
復
活
問
題
は
、

日
々
の
通
院
や
買
い
物
、
公
共

施
設
の
利
用
な
ど
に
と
っ
て
緊

急
か
つ
切
実
な
問
題
で
す
。

党
区
議
団
は
、
引
き
続
き
み

な
さ
ん
と
運
動
を
広
げ
、
一
日

も
早
く
、
み
な
さ
ん
の
外
出
の

足
、
公
共
交
通
の
実
現
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
第
一
回
定
例
会
に
提

出
さ
れ
た
「
気
軽
に
利
用
で
き

る
区
内
循
環
バ
ス
の
運
行
を
求

め
る
請
願
書
」
（
紹
介
議
員
・

党
区
議
団
の
七
名
の
他
に
一
名
）

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
請
願
の
趣
旨
は
「
区
内
の

病
院
や
区
役
所
・
支
所
な
ど
を

循
環
す
る
バ
ス
を
運
行
し
て
く

だ
さ
い
。
」
と
い
う
も
の
で
す
。

党
委
員
は
「
バ
ス
廃
止
後
も
多

く
の
区
民
か
ら
、
一
日
も
早
い

バ
ス
路
線
復
活
を
望
む
声
が
引

き
続
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
庁

内
の
検
討
組
織
も
で
き
る
よ
い

機
会
」
と
、
採
択
を
主
張
し
ま

し
た
。

図
書
室
の
な
い
た
だ
一
つ
の

区
立
小
学
校
・
赤
坂
小
学
校
に

図
書
室
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

赤
坂
小
学
校
（
旧
檜
町
小
）

の
建
て
替
え
の
際
、
党
区
議
団

は
学
校
に
図
書
室
が
な
い
の
は

お
か
し
い
と
指
摘
し
て
き
ま
し

た
。そ

の
後
、
図
書
室
建
設
用
地

と
し
て
平
成
元
年
と
平
成
五
年

に
隣
地
を
買
収
し
ま
し
た
が
、

財
政
難
を
口
実
に
放
置
さ
れ
た

十
月
二
十
九
日
、
党
港
区
議

員
団
と
党
地
区
委
員
会
は
、
区

長
に
対
し
「
二
〇
〇
二
年
度
当

初
予
算
に
対
す
る
要
望
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。
要
望
書
は
、

「
景
気
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
中
、
区
民
生
活
、
中
小

企
業
の
営
業
と
生
活
は
き
わ
め

て
深
刻
」
で
あ
り
、
「
福
祉
の

増
進
と
い
う
地
方
自
治
体
の
本

旨
に
も
と
づ
く
区
政
運
営
に
徹

し
」
、
「
く
ら
し
、
福
祉
、
教

育
、
中
小
企
業
施
策
に
こ
そ
力

を
入
れ
る
」
よ
う
要
求
。

同
時
に
「
狂
牛
病
対
策
」
、

都
の
介
護
保
険
利
用
料
軽
減
を

区
の
軽
減
策
に
も
適
用
す
る
よ

う
要
請
す
る
こ
と
な
ど
、
緊
急

問
題
へ
の
要
請
も
行
い
ま
し
た
。

区
長
は
、
申
し
入
れ
に
つ
い

て
「
十
分
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

「
要
望
書
」
の
提
出
に
あ
た
っ

て
は
、
く
ぼ
た
光
前
都
議
会
議

員
も
同
席
し
ま
し
た
。

長
引
く
不
況
で
大
変
な
状
況

に
お
か
れ
て
い
る
中
小
企
業
・

商
店
を
対
象
に
、
年
末
特
別
枠

融
資
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

党
港
区
議
員
団
は
、
中
小
企

業
や
商
店
街
、
商
店
の
深
刻
な

実
態
を
述
べ
、
定
例
会
の
た
び

バ
ス
路
線
の
復
活
、
区
民
の
足
確
保

に
む
け
庁
内
の
検
討
委
員
会
が
発
足

赤
坂
小
学
校
の

図
書
館
建
設
は
じ
ま
る

年
末
特
別
枠
融
資
を
実
施

ま
ま
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

今
定
例
会
に
図
書
室
、
視
聴
覚

室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ル
ー
ム

を
増
築
す
る
契
約
が
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
の
二
学
期
に
は
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
建
設
が
す
す
め
ら

れ
ま
す
。

に
緊
急
特
別
枠
融
資
の
実
施
を

要
求
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

実
施
は
、
こ
れ
ら
に
応
え
た
も

の
で
あ
り
、
一
年
半
ぶ
り
の
特

別
枠
融
資
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

〔
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。
〕

☆
融
資
斡
旋
限
度
額

五
百
万
円
以
内

☆
貸
付
期
間

五
年
以
内

☆
借
受
人
負
担
率

〇
・
三
％

☆
申
込
方
法

予
約
制
に
よ
る
受
付

☆
申
込
期
間

十
月
二
二
日
～
十
一
月
三
十
日

★
詳
し
く
は
議
員
団
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

二
〇
〇
二
年
度
当
初
予
算
に
対
す
る

要
望
書
を
提
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